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Summary

　　In　order　to　understand　the　present　state　of　things，　anticipate　the　future，　and　bring　about

improvements，　it　is　useful　to　know　the　history　of　changes．　We，　as　Inembers　of　the　Japan

Prosthodontics　Society，　would　like　to　show　the　transition　that　has　taken　place　in　prostho－

dontics　by　summa亘zing　the　literature　between　Volumes　l　and　420f　the　Societプs　Journal．

As　crown－and　b亘dge　prosthodontists，　in　particular，　we　w皿ld　like　to　show　the　transition　in

esthetic　crown　prostheses．

　　There　have　been　2，983　papers　published　in　the　Joumal　through　Volume　42．　Papers　on　es－

thetic　crown　prostheis　exceeded　50％ofall　contributions　in　Volume　31（1987）．　In　the　last　12

years，］士equency　ofthis　topic　has　decreased　to　about　4％of　all　papers、

　　Because　occlusion，　mandibular　movement　and　dental　materials　are　studied　profbundly　in

prosthodontics，　many　papers　on　esthetic　crown　prosthesis　are　related　to　oral　physiology　and

dental　technology．　Clinical　case　reports　and　statistical　research　have　been　published　mostly

in　the　15　years　since　re－issue，　and　have　decreased　ever　since．　This　is　characteristic　of　a　sci－

enti丘c　society，　where　much　research　comes　out　of　research　institutes　and　universities．

Recently，　papers　on　implant　prosthesis　and　esthetic　dentistry　have　gradually　increased　to

reflect　the　demands　ofthe　times、

　　In　summarizing　the　work　on　esthetic　crown　prosthesis，　all　of　the　prostheses　were　classi一

丘ed　as　one　ofthe　fbllowing：jacket　crown，　facing　crown，　partial　coverage　crown，　post　crown，

or　adhesive　prosthesis．　Concerning　jacket　crowns，　papers　on　twin　fbil　porcelain　and　hard

resin　jacket　crowns　in　addition　to　porcelain　and　resin　jacket　crowns　apPeared　since　about

1980．Since　about　1968，　papers　on　all　ceramic　crowns　increased　rapidly．　This　indicates　that
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all　ceramic　crowns　have　improved　and　were　widely　used．　On　facing　crowns，　hard　resin魚c－

ing　crowns　changed丘om　the　chemical－cure　type　to　the　light－cure　type　about　ten　years　ago，

and　various　metals　used　in　porcelain血sed　to　metal　crowns　were　studied　and　used　in　clini－

cal　treatment．　Papers　about　fごcing　crown　shave　been　published　continually　since　1969，

which　suggests　that　facing　crowns　still　leave　room　fbr　improvement，　and　that　they　have

practical　value　in　clinical　treatment．　Regarding　Partial　coverage　crowns，　papers　on　lami－

nate　veneers　with　a　little　tooth　reduction　have　been　published　since　1991．　Although　fbw　pa－

pers　on　post　crown　have　appeared　since　1974，　the　post　crown　was　replaced　by　post　core．　Ad－

hesive　prosthesis　partial　coverage　was　once　used　in　b亘dge　and　splinting　appliances，　and

papers　on　it　have　been　published　fbr　the　last　15　years．　The　adhesive　prosthesis　has　great

value　in　use，　owing　to　a　little　scraped　tooth　material　and　its　excellent　adhesive　property．

However，　it　still　has　much　room　fbr　decign　studies，　adhesive　properties，　and　materials．

　In　the　last　15　years，　esthetic　crown　prosthesis　has　developed　significantly．　In　the　future，

we　hope　to　see　a　new　type　of　prosthodontics　in　which　patients’teeth　can　be　replaced　without

complex　clinical　treatment　or　constmctive　techniques．

は　じ　め　に

　何事においても，その歴史，変遷や背景を知る

ことは，現在の対象となっている事柄を考察，理

解し，新しい事実の発見や物事の改善，改良さら

には将来の予測を立てたり，実践をしていくうえ

で，大いに役立つことは，論を待つまでもないと

ころである．

　私たちが所属している日本補綴歯科学会は，昭

和8年に設立された我が国における歯科医学の専

門学会として，最も長い歴史のある学会であ

る1）．現在に至るまでの間には，第2次世界大戦

があり，学問の進歩にとって大きな停滞があった

であろうが，平成11年までの66年間に歯科医学，

なかんずく歯科補綴学の発展に寄与してきた功績

は大きなものがあることは，容易に想像できる．

　この間に学問の進歩の証しでもある学会雑誌

は，日本補綴歯科学会会誌と称し，昭和10年に第

1号が発行され，同17年発行の第8号で休刊され

ている1｝．しかし戦後の混乱期を経て，昭和32年

10月に当時の熱心な学究の徒らにより復刊され，

名称も現在の日本補綴歯科学会雑誌と代わり，第

1巻第1号として発刊されている2）．以降，平成

11年6月発行の第43巻第3号まで発刊されてい
る．

　そこで，私たちは日本補綴歯科学会の会員とし

て，学会に所属していることを機会に復刊後の日

本補綴歯科学会雑誌の第1巻第1号から昨年発行

の第42巻第6号まで！｝に掲載された研究論文か

ら，その概観を私的な見解として記したい．ま

た，とくにクラウン・ブリッジ補綴を中心に日常

の臨床，教育や研究業務に携わるものとして，い

つの時代にも関心がもたれ，とくに最近の数年

来，急速に種々の変化がみられる審美的歯冠補綴

について，その推移や変遷を述べてみたい．

資 料

　日本補綴歯科学会の学会誌は，戦前に日本補綴

歯科学会として，昭和10年に第1号が発刊され，

年間1冊の割合で昭和17年発行の第8号まで続い

ているが，その後は第2次世界大戦の拡大により

休刊している’）．そして戦後の昭和32年10月に日

本補綴歯科学会雑誌と改名し，第1巻第1号とし

て復刊されて以来，本稿の執筆時点では，平成11

年6月発行の第43巻第3号まで発刊されている．

　しかし，本稿では掲載論文の研究分野や歯冠補

綴物の区分上，また発刊年度の区切りのことも考

慮し，戦前に発刊された第8号までと平成11年発

行の第43巻第1号から第3号までについては除外

し，日本補綴歯科学会雑誌第1巻第1号から第42

巻第6号までの42年間に投稿掲載された2983編z）

の論文を資料とした．

　なお日本補綴歯科学会学術大会特別号掲載分，

座談会，テーマ論文はしがき，および巻頭言など

は除外した．
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方 法

　資料とした総計，42巻，169号，2983編の論文

を以下の方法で概観した．

1．資料を発行年度（巻番号に相当）ごとに区分

　し，その発行号数，論文数を数え，論文数の年

　度（巻）毎の総論文数に占める百分率を算出，

　さらに年度（巻）ごとの論文数の累積度数およ

　び累積度数百分率を算出し，掲載論文数の経年

　的推移をみた．

2．資料の研究内容分野を以下の8種類に区分

　し，年度（巻）ごとに，その数および百分率を

　算出し，研究内容分野の経年的推移をみた．

　　1）有床義歯，2）クラウン・ブリッジ，3）

　　口腔生理，4）審美・色彩，5）インプラン

　　ト補綴，6）歯科理工，7）症例報告・調査

　　統計，8）その他

　なお，原則的に最も関係の深い1分野を私たち

独自の判断で選んだが，なかには後記するよう

に，やむをえず2ないし3分野にまたがって数え

たものもある．

3．審美的歯冠補綴物の種類を以下の5大別，10

　種類に区分し，それらに関係の深い論文を資料

　から年度（巻）ごとに数え，その内容の推移，

　変遷をみた．

　　1）ジャケット冠（①レジンジャケット冠，

　　②陶材ジャケット冠，③オールセラミック

　　冠），2）前装冠（④硬質レジン前装冠⑤

　　既製陶歯前装冠⑥メタルボンド冠），3）

　　一部被覆冠（⑦ラミネートベニア，⑧3／4

　　冠ほか），4）⑨継続歯，5）⑩接着性補綴物

　なお，歯冠補綴物の解釈としては，単独歯冠補

綴物（クラウン）は当然のことであるが，本稿の

目的が審美的補綴物の経年的推移や変遷を知るこ

とにあることから，ブリッジや連続固定装置など

の支台装置として応用されるもののうち該当する

ものは審美的歯冠補綴物とした．

概 観

1．掲載論文数の経年的推移

　表1に発行年（巻）ごとの掲載論文数，総掲載

論文（1～42巻）数に対する百分率，発行年（巻）

ごとに数えた累積掲載論文度数および累積百分率

を表示した．また，図1は発行年（巻）ごとの，

表1　発行年別掲載論文数

発行年 巻番号
発行

?
掲載
_文数

百分率
累積

x数
累積度数

S分率
S32 1 1 16 0．5％ 16 0．5％

S33 2 2 35 1．2％ 51 1．7％

S34 3 2 36 1．2％ 87 2．9％

S35 4 2 31 1．0％ 118 3．9％

S36 5 2 27 0．9％ 145 4．8％

S37 6 2 24 0．8％ 169 5．6％

S38 7 2 28 0．9％ 197 6．5％

S39 8 2 24 0．8％ 221 7．3％

S40 9 2 22 0．7％ 243 8．0％

S41 10 2 24 0．8％ 267 8．8％

S42 11 2 22 0．7％ 289 9．5％

S43 12 2 29 1．0％ 318 10．5％

S44 13 2 13 0．4％ 331 10．9％

S45 14 2 14 0．5％ 345 11．4％

S46 15 2 32 1．1％ 377 12．5％

S47 16 3 36 1．2％ 413 13．7％

S48 17 4 47 1．6％ 460 15．3％

S49 18 4 37 1．2％ 497 16．5％

S50 19 4 58 1．9％ 555 18．4％

S51 20 4 52 1．7％ 607 20．1％

S52 21 3 51 1．7％ 658 21．8％

S53 22 4 64 2．1％ 722 23．9％

S54 23 4 56 1．9％ 778 25．8％

S55 24 4 57 1．9％ 835 27．7％

S56 25 4 72 2．4％ 907 30．1％

S57 26 6 100 3．4％ 1007 33．5％

S58 27 6 95 3．2％ 1102 36．7％

S59 28 6 100 3．4％ 1202 40．1％

S60 29 6 107 3．6％ 1309 43．7％

S61 30 6 114 3．8％ 1423 47．5％

S62 31 6 125 4．2％ 1548 51．7％

S63 32 6 132 4．4％ 1680 56．1％

H1 33 6 139 4．7％ 1819 60．8％

H2 34 6 123 4．1％ 1942 64．9％

H3 35 6 134 4．5％ 2076 69．8％

H4 36 6 136 4．6％ 2212 74．0％

H5 37 6 133 4．5％ 2345 78．5％

H6 38 6 132 4．4％ 2477 82．9％

H7 39 6 133 4．5％ 2610 87．4％

H8 40 6 138 4．6％ 2748 92．0％

H9 41 6 113 3．8％ 2861 95．8％

H10 42 6 122 4．1％ 2983 100．0％

計 42 169 2983 100．0％ 2983 100．0％
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図1：年度別掲載論文数と百分率
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図2：発行年度（発行巻別）と掲載論文累積度数百分率

図2は総掲載論文数に占める百分率および発行年

（巻）ごとに算出した累積度数百分率をそれぞれ

グラフ化したものである．

　その結果，発行巻数は42巻，発行号数はユ69号，

掲載論文総数は2983編であった．その経年的推移

をみると年単位で1巻発行とするのは当然である

が，昭和32年10月に復刊した第1巻は第1号のみ

で，以降昭和46年発行の第15巻までは1巻につき

第2号まで発行されている．そのうちの第1巻は

発行月が10月であることを考えると，第1号のみ

で仕方のないところである．結局，当初の15年間

は1巻につき2号のペースで発刊されていたこと

になる．この間，発行年（巻）ごとに投稿掲載さ

れた論文数は総計377編で，総論文数に対する累

積度数百分率は12．5％である．この発行年（巻）

数，15年（巻）は総発行年（巻）数，42年（巻）

中の35．7％を占めている．先の累積度数百分率の

12，5％に比べると明らかに，この時期の研究発表

数が少ないことが分かる．また，この間の発行年

（巻）別論文数は13～36編で，その数にばらつき

があるが，とくに経年的に傾向的なものは窺えな

い．

　表2は単科歯科大学または総合大学歯学部の設

立年表で，図3は，その累積度数をグラフ化した

ものである．

　これをみると第1巻第1号を発行した時点で

は，私立大学4校，国立大学が2校，公立大学が

1校の合わせて7校であった．昭和35年までは，

この状態で経過したが，昭和30年代半ばより歯科

医師数の不足から歯学部が単科大学あるいは総合
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表2　歯科大学・歯学部設立年度

S32以前
東京歯科大学，日本歯科大学歯学部，日本大学歯学部，東京医科歯科大学歯学部，大阪歯科大学．大阪大学歯学部，九州歯科大学

S33

S34

S35

S36 愛知学院大学歯学部

S37

S38

S39 神奈川歯科大学

S40 岩手医科大学歯学部，東北大学歯学部，新潟大学歯学部，広島大学歯学部

S41

S42 北海道大学歯学部，九州大学歯学部

S43

S44

S45 城西歯科大学（現明海大学歯学部），鶴見女子大学歯学部（現鶴見大学歯学部）

S46 岐阜歯科大学（現朝日大学歯学部）

S47 東北歯科大学（現奥羽大学歯学部），松本歯科大学，日本歯科大学新潟歯学部，福岡歯科大学

S48

S49

S50

S51 日本大学松戸歯科大学（現日本大学松戸歯学部），徳島大学歯学部

S52 昭和大学歯学部，鹿児島大学歯学部

S53 東日本学園大学（現北海道医療大学歯学部）

S54 岡山大学歯学部，長崎大学歯学部

30

20

10

0

3233343536373839．10414243444546474819505152535455 10年度
（｝当該年度の新設数

図3：年度別歯科大学および歯学部数

大学に新設されはじめた．とくに昭和39年から42

年の4年間に7校，同45年から同47年までの3年

間に7校，さらに昭和51年から同54年の4年の間

に7校に歯学部が集中的に設置され，昭和36年に

設置された1歯学部を含めて，現在の29歯学部に

なったことが分かる．

　日本補綴歯科学会という専門学会の性質上，投

稿者の大半を大学関係者が占めていることは否め

ないところである．したがって当初の発行年

（巻）数，15年（巻）の間の掲載論文累積度数百
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分率が低いのは，昭和46年の時点（15巻発行年）

で18歯学部が設置されていただけにすぎず，さら

にそのなかの3校は昭和45，46年に設置されたば

かりであったことからすると，その原因の一つと

してあげることはできるだろう．

　昭和47年発行の第16巻と同52年発行の第21巻は

1巻につき第3号まで発行されているが，これを

除く昭和48年発行の第17巻から同56年発行の第25

巻までは1巻につき第4号まで発行されている．

この第16巻の第3号までというのは移行的という

ことも考えられるが，第21巻については第3号ま

でしか発行していないという理由は解しにくい．

しかし，この昭和47年発行の第16巻から同56年発

行の第25巻までは，ほほ1巻につき4号のペース

で発刊されたことになる．この間，発行年（巻）

ごとに投稿掲載された論文数は総計530編で，総

論文数に対して占める百分率は，17．8％である．

この間の発行年（巻）数は10年（巻）で，総発行

年（巻）数に占める百分率は23．8％である．やは

り多いとは記せない数値である．しかし当初の第

15巻までに比べると，増加していることは明らか

である．発行年（巻）ごとの論文数や総論文数に

対する年度ごとの百分率からも分かる．また，こ

の10巻分については，おおむね微増傾向にあった

ことが表1，図1，2からも分かる．

　論文数そのものが増えたことは，単純には巻当

りの号数が増えたことにもよるのであろうが，こ

れは設置歯学部の増加に伴う投稿論文数の増加に

よる号数加増の必要性が生じたことによるものと

考えられる．当初の15年の間とは異なり，微増傾

向になった原因は先に記したように歯学部の設置

が昭和54年ですべて終わったことや新設学部でも

比較的，早期に設置されていた大学の研究態勢が

整い研究発表が軌道に乗りだしたことも一因とし

てあげられるであろう．

　昭和57年発行の第25巻から平成10年発行の第42

巻までの17年の間は1巻当り6号ずつ発刊されて

いる．この間に掲載された論文数は2076編で総掲

載論文数2983編に対して69．6％と，ほぼ7割を占

めている．発行年数，17年は総発行年数42年に対

して40．5％であるから，これは明らかに先に記し

た1巻当り2号，ユ巻当り4号のときに比べて多

い．

　1巻当りの号数の加増理由は，やはり先に記し

たことが大きな要因であろう．このことは号数の

増える直前には，いずれのときも投稿論文が多く

増加傾向にあることからも分かる．この1巻につ

き6号になった昭和57年（26巻）から平成元年ま

での8年間は，微増傾向が続き，その後の平成10

年発行の第42巻までは傾向的なものはみられない

ことが表1や図1，2から分かる．

　微増傾向にあった期間の投稿論文数の増加は先

に記したような理由が，さらに本格的になったこ

とによるものであろうが平成2年以降，傾向的な

ものがなくなり，1巻当たりの論文数が頭打ちに

なっている最も大きな理由は，投稿数が増えない

というよりも1巻当たり6号，つまり2か月に1

号の割合での発行は編集作業や査読作業などを，

大学教員など本務をもつ人たちが主に行うので，

商業月刊雑誌の発行を本務とする人たちによって

発行される雑誌と異なり物理的に難しいことによ

るものと考えられる．

2．掲載論文数の研究内容分野別経年的推移

　表3－1，2に発行年（巻）ごとの研究内容を

分野別に数えた掲載論文数および百分率を表示し

た．

　方法のところで記したように研究内容分野の区

分およびその数え方は，私たちの日本補綴歯科学

会の会員として得た知識による私的判断によるも

のであるから客観的に正しく区分されたものでは

ないことと，その数え方も原則的に最も関係のあ

る分野を可及的に1つ選んだが，なかにはやむな

く2～3分野を数えざるを得なかったものもあっ

たことを，まず断っておきたい．

　その結果，第1巻第1号から第42巻第6号まで

に掲載された研究内容分野別掲載総論文数は4865

編であった．したがって，これを1編1論文とし

て数えた場合の掲載総論文数の2983編に比べると

1．6倍強となり，相当数の論文が複数の研究分野

にまたがっていることになる．具体的に1編1論

文として区分した例をあげると日本補綴歯科学会

雑誌の第17巻第4号に掲載されている南里3）の

“加工用レーザの歯科補綴への応用　第1報

レーザー溶液の基礎的研究”などは，実験用金属

加工板測定試料を製作し，引っ張り強さや硬さな

どについて基礎的に実験したもので，歯科補綴物

製作時への可能性を検討した論文であり，有床義

歯やクラウン・ブリッジの製作とは無関係ではな
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表3－1：分野別論文数

年度（巻） 有床義歯
クラウン・

uリッジ
口腔生理 審美・色彩

インプラ

塔g補綴
歯科理工

症例報告・

ｲ査統計 その他 計

S32（1） 5（27．8） 1（5．6） 3（16．7） 0（0．0） 2（11．1） 1（5．6） 3（16．7） 3（16．7） 18（100．0）

S33（2） 19（30．2） 6（9．5） 8（12．7） 2（3．2） 2（3．2） 7（11．1） 10（15．9） 9（14．3） 63（100．0）

S34（3） 14（22．6） 9（14．5） 8（12．9） 1（1．6） 2（3．2） 10（16．1） 8（12．9） 10（16．1） 62（100．0）

S35（4） 15（28．3） 7（13．2） 2（3．8） 2（3．8） 1（1．9） 12（22．6） 8（15．1） 6（11．3） 53（100．0）

S36（5） 12（25．0） 8（16．7） 6（12．5） 2（4．2） 1（2．1） 6（12．5） 8（16．7） 5（10．4） 48（100．0）

S37（6） 13（29．3） 6（13．6） 3（6．8） 2（4．5） 0（0．0） 11（25．0） 7（15．9） 2（4．5） 44（100．0）

S38（7） 15（28．3） 7（13．2） 6（11．3） 1（1．9） 0（0．0） 8（15．1） 9（17．0） 7（13．2） 53（100．0）

S39（8） 12（27．9） 6（14．0） 4（9．3） 1（2．3） 0（0．0） 12（27．9） 6（14．0） 2（4．7） 43（100．0）

S40（9） 10（22．7） 7（15．9） 5（11．4） 3（6．8） 1（2．3） 5（11．4） 9（20．5） 4（9．1） 44（100．0）

S41（10） 10（22．2） 5（11．1） 8（17．8） 1（2．2） 1（2．2） 11（24．4） 6（13．3） 3（6．7） 45（100．0）

S42（11） 7（17．9） 5（12．8） 6（15．4） 0（0．0） 0（0．0） 12（30．8） 5（12．8） 4（10．3） 39（100．0）

S43（12） 11（25．0） 3（6．8） 9（20．5） 2（4．5） 1（2．3） 5（11．4） 7（15．9） 6（13．6） 44（100．0）

S44（13） 5（19．2） 3（11．5） 4（15．4） 0（0．0） 0（0．0） 4（15．4） 7（26．9） 3（11．5） 26（100．0）

S45（14） 3（12．5） 4（16．7） 6（25．0） 1（4．2） 0（0．0） 7（29．2） 1（4．2） 2（8．3） 24（100．0）

S46（15） 7（12．7） 11（20．0） 11（20．0） 0（0．0） 0（0．0） 9（16．4） 7（12．7） 10（18．2） 55（100．0）

S47（16） 7（12．1） 11（19．0） 19（32．8） 2（3．4） 0（0．0） 12（20．7） 4（6．9） 3（5．2） 58（100．0）

S48（17） 5（6．8） 15（20．5） 16（21．9） 1（1．4） 0（0．0） 23（31．5） 5（6．8） 8（11．0） 73（100．0）

S49（18） 7（11．9） 8（13．6） 16（27．1） 0（0．0） 0（0．0） 17（28．8） 6（10．2） 5（8．5） 59（100．0）

S50（19） 12（12．8） 12（12．8） 26（27．7） 3（3．2） 0（0．0） 23（24．5） 11（11．7） 7（7．4） 94（100．0）

S51（20） 16（18．6） 12（14．0） 14（16．3） 5（5．8） 0（0．0） 20（23．3） 5（5．8） 14（16．3） 86（100．0）

S52（21） 8（9．6） 9（10．8） 21（25．3） 0（0．0） 0（0．0） 32（38．6） 4（4．8） 9（10．8） 83（100．0）

（）％

表3－2：分野別論文数

年度（巻） 有床義歯
クラウン・

uリッジ
口腔生理 審美・色彩

インプラ

塔g補綴
歯科理工

症例報告・

ｲ査統計 その他 計

S53（22） 17（15．9） 12（11．2） 25（23．4） 2（1．9） 0（0．0） 29（27．1） 7（6．5） 15（14．0） 107（100．0）

S54（23） 15（17．0） 5（5．7） 28（31．8） 1（11．0） 0（0．0） 27（30．7） 7（8．0） 5（5．7） 88（100．0）

S55（24） 13（14．8） 7（8．0） 32（36．4） 0（0．0） 0（0．0） 22（25．0） 4（4．5） 10（11．4） 88（100．0）

S56（25） 15（13．0） 13（11．3） 29（25．2） 1（0．9） 1（0．9） 30（26．1） 6（5．2） 20（17．4） 115（100．0）

S57（26） 26（16．4） 25（15．7） 35（22．0） 1（0．6） 0（0。0） 42（26．4） 5（31．0） 25（15．7） 159（100．0）

S58（27） 30（20．5） 15（10．3） 34（23．3） 2（1．4） 0（0．0） 45（30．8） 6（4．1） 14（9．6） 146（100．0）

S59（28） 18（11．0） 23（14．1） 38（23．3） 3（4．8） 2（1．2） 48（29．4） 9（5．5） 22（13．5） 163（100．0）

S60（29） 20（12．4） 19（11．8） 57（35．4） 2（1．2） 2（1．2） 31（19．3） 5（3．1） 25（15．5） 161（100．0）

S61（30） 21（12．0） 28（16．0） 34（19．4） 6（3．4） 1（0．6） 53（30．3） 12（6．9） 20（11．4） 175（100．0）

S62（31） 30（14．9） 25（12．4） 45（22．3） 4（2．0） 3（1．5） 55（27．2） 16（7．9） 24（11．9） 202（100．0）

S63（32） 29（14．1） 29（14．1） 45（22．0） 7（3．4） 5（2．4） 59（28．8） 12（5．9） 19（9．3） 205（100．0）

H1（33） 30（13．3） 30（13．3） 55（24．4） 7（3．1） 2（0．9） 63（28．0） 13（5．8） 25（11．1） 225（100．0）

H2（34） 25（12．6） 23（11．6） 50（25．3） 6（3．0） 6（3．0） 46（23．2） 17（8．6） 25（12．6） 198（100．0）

H3（35） 28（13．1） 21（9．8） 58（27．1） 3（1．4） 10（4．7） 58（27．1） 15（7．0） 21（9．8） 214（100．0）

H4（36） 27（12．6） 20（9．3） 67（31．3） 5（2．3） 4（1．9） 53（24．8） 10（4．7） 28（13．1） 214（100．0）

H5（37） 26（12．3） 20（9．5） 54（25．6） 9（4．3） 13（6．2） 55（26．1） 7（3．3） 27（12．8） 211（100．0）

H6（38） 31（14．6） 13（6．1） 57（26．9） 5（2．4） 6（2．8） 60（28．3） 12（5．7） 28（13．2） 212（100．0）

H7（39） 40（18．1） 17（7．7） 62（28．1） 5（2．3） 5（2．3） 50（22．6） 20（9．0） 22（10．0） 221（100．0）

H8（40） 24（10．2） 29（12．3） 61（25．8） 11（4．7） 10（4．2） 65（27．5） 14（5．9） 22（9．3） 236（100．0）

H9（41） 35（17．1） 22（10．7） 49（23．9） 6（2．9） 10（4．9） 44（21．5） 11（5．4） 28（13．7） 205（100．0）

H10（42） 21（10．2） 25（12．1） 50（24．3） 11（5．3） 1（0．5） 63（30．6） 8（3．9） 27（13．1） 206（100．0）

計 734（15．1） 576（11．8） 1166（24．0） 126（2．6） 92（1．9） 1245（25．6） 352（7．2） 574（11．8） 4865（100．0）

（）％



8 甘利他二補綴誌の概観一とくに審美的歯冠補綴の変遷について一

いが，その内容から歯科理工学的要素の濃いもの

であることから，本稿での研究内容分野は歯科理

工学のみ1つとして数えた．また第18巻第1号に

掲載されている小山ら4）の“総義歯患者35名の調

査一治療1年後の患者意見一などはアンケート調

査によったものであるが，そのタイトルが示すと

おり有床義歯にも調査統計の研究内容区分にも大

きく関係しているので2つとして数えた．歯科補

綴学専門学会雑誌であるので，程度に差はあって

も有床義歯やクラウン・ブリッジの研究分野に無

関係のものはないが，関連性の程度から判断した

結果としての上記の平均1．6倍強という数字に

なった．

　次に分野別に第1巻から第42巻までの全てにつ

いて，その掲載数および百分率を高いほうから低

い方へ順に記すと歯科理工1245編（25．6％），口

腔生理1166編（24．0％），有床義歯734編（15．1％），

クラウン・ブリッジ576編（11．8％），その他574

編（11．8％），症例報告・調査統計352編（7．2％），

審美・色彩126編（2．6％），インプラント補綴92

編（1．9％）となった．

　歯科理工分野は主として材料，器械に関する基

礎的分野であるが，歯科補綴治療を行う場合に診

療用器材や補綴物製作用器材の理工学的特性につ

いて熟知されていなければならない表裏一体の分

野であることからすると，必然的にこの分野の研

究論文数，百分率が25．6％と全体の1／4強を占

める高率になったのは理解できる．また口腔生理

分野も全体の24．0％と，ほぼ全体の1／4を占め

る高率であったが，これも歯科補綴治療を行う場

合に咬合，下顎運動，下顎位，舌運動，唾液分泌，

発音など顎機能あるいは口腔生理機能に非常に深

い関係があり，歯科補綴治療の過半の目的が健全

な咬合，咀咽機能の回復，維持にあることからす

れば当然の論文数，百分率といえる．有床義歯や

クラウン・ブリッジの分野が前記したものより，

かなり少なく両者を合わせて，前二者より僅かに

多い1310編（26．9％）であったのは，総説，治療

術式，製作法，症例報告や具体的調査統計などに

主たる研究目的をおいたもののみを数えたことに

よるもので，前記したように歯科補綴専門学会雑

誌の性格上，厳密にいえば程度に差はあっても関

係のない論文はない．その他の分野が574編

（11．9％）と有床義歯やクラウン・ブリッジと同

程度に掲載されていたが，これは口腔解剖，口腔

組織，口腔病理，口腔生化，歯科薬理，放射線，

口腔外科，矯正歯科，歯周病，保存修復など多数

の研究分野を合わせて，それらを，その他の研究

分野として一つにまとめて数えた数字であり，歯

科補綴学との関連性の程度などから考えても妥当

な結果といえよう．これらに次いで症例報告・調

査統計が続き352編（7．2％）であった．臨床系の

雑誌という観点からすれば，もっと多数の掲載

数，占有率であっても不思議ではないが，こうし

た結果になったのは，学会の活動母体が大学ある

いは大学院であり，研究者の多くが，それらの機

関所属者であるということが大きな原因としてあ

げられ，勢い専門的かつ基礎的要素の濃い論文が

多くなり，臨床家や大学卒業後，間のない大学附

属病院などの勤務医が直接的に興味のあるような

臨床報告や術後の予後調査など統計調査関係のも

のが少なくなってしまったものと思考できる．こ

うした現象は，専門学会雑誌の大きな特徴の一つ

といえるが，一方で学会そのものが一般臨床医と

一体化しつつある今日，学会雑誌として，こうし

た臨床に直結した研究分野の論文掲載の増加が望

まれるところであろう．さらに掲載数の少ないの

が審美・色彩分野に関するもので126編（2．6％）

であった．この研究分野は，現在に至る高度経済

成長を道を歩んできた我が国では，健康美に対す

る認識を新たにして活発に研究されている分野で

はあるが，その掲載論文数は比較的少ない．この

現象は，日本補綴歯科学会所属会員が審美歯科領

域を専門としている審美歯科学会などに関連学会

の1つとして加入している場合には，それらの学

会の発行する学会雑誌に，この種の研究論文を投

稿し，掲載されていることも一因として生じたと

も考えられ，日本補綴歯科学会会員の研究成果と

同学会雑誌での掲載論文数とが，一概に比例的で

あるとはいえない代表的な研究分野の1つといえ

よう．最も少数であったのはインプラント補綴で

92編（1．9％）であった．我が国の大学病院では，

これまで，おおむね講座制に基づく診療科制で診

療が行なわれてきた経緯上，インプラント補綴治

療を施す場合，必ず口腔外科的処置を伴うため複

数科による複数担当者による治療はやむを得ない

ところであった．したがって歯科インプラントの

普及に大きく貢献してきたのは，古くから存在す
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る手法には違いないが，歯科診療を1科として日

常診療している一般開業臨床医によるところが大

きいと考えられる．これは日本口腔インプラント

学会の評議員構成5）などをみても，その多さから

一般開業医の学会活動の程度が推しはかれる．こ

うしてみるとインプラント補綴そのものに対する

これまでの多くの歯科補綴専門家の一般的評価も

さることながら，口腔外科的要素など他の要素を

多く含むが故にインプラント補綴は歯科補綴学専

門領域での研究，論文掲載が他の研究分野に比べ

て積極的に行われなかったものと思考できる．

3．審美的歯冠補綴の経年的推移

　表4に発行年（巻）ごとの審美的歯冠補綴につ

いて，補綴物をジャケット冠，前装冠，一部被覆

表4：年度別審美的歯冠補綴物の種類と数

補　　綴　　物　　の　　種　　類

発　行　年
i巻番号）

ジャケット冠 前　　装　　冠 一．粕﨑｢冠
レジン 陶材

オール

Zラミック
小計

硬　質

激Wン
既成陶歯

メタル

|ンド
小計

ラミネート

xニア
3／4冠ほか 小計

継続歯
接着性

竰ﾔ物

S32（1）

S33（2） 1 1

S34（3） 1 1

S35（4） 1 1 1 1 2

S36（5） 1 1 1 1 4

S37（6） 2 2 1 1 4

S38（7） 1 1 1 1 2

S39（8） 2 2 1 1 3

S40（9） 2 2 1

S41（10） 1 1

S42（11） 1 1 1

S43（12） 1 1 1

S44（13） 1 1

S45（14） 1 1 1 1 2

S46（15） 2 4 6 1 1 3 5 1

S47（16） 4 4 2 5 7 2

S48（17） 1 1 2 3 5 3 3 1

S49（18） 2 2

S50（19） 2 2

S51（20） 2 2 1 4 5

S52（21） 3 3 2 2 1 1

S53（22） 4 4 1

S54（23） 1 1 1 2 3

S55（24） 1 1

S56（25） 1 3 4

S57（26） 1 1 2 3

S58（27） 1 1 2 2 5 7 1 1

S59（28） 1 1 4 4 8 4

S60（29） 2 2 2 2 1

S61（30） 2 4 1 7 3 6 9 6

S62（31） 3 3 1 1 2 5

S63（32） 1 3 4 3 6 9 1 1 2

H1（33） 2 4 6 3 5 8 1 1

H2（34） 1 3 4 5 4 9 1

H3（35） 2 2 4 3 7 1 1 1

H4（36） 2 1 3 6 2 3 5 4 4 2

H5（37） 1 1 3 5 1 5 6 4 4

H6（38） 1 1 1 3 4 2 6 1 1

H7（39） 1 1 7 9 3 3 1 1

H8（40） 1 8 9 2 4 6 5 2 7 1

H9（41） 1 6 7 2 5 7 2 2 2

H10（42） 1 10 11 1 5 6 2 2

合計 14 43 52 109 47 4 94 145 19 17 36 25 30
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冠，継続歯および接着性補綴物に大別し，さらに

ジャケット冠は，レジンジャケット冠，陶材ジャ

ケット冠およびオールセラミック冠に，前装冠に

ついては硬質レジン前装冠，既製陶歯前装冠およ

びメタルボンド冠に，さらに一部被覆冠はラミ

ネートベニアおよび3／4冠ほか，に区分して数

えた掲載論文数をそれぞれ表示した．

　その結果，前装冠に関する論文がユ45編，ジャ

ケット冠に関するものが109編，一部被覆冠に関

するものが36編，接着性補綴物に関するものが30

編および継続歯に関するものが25編となり，前装

冠およびジャケット冠に関するものが，その他の

一部被覆冠などよりも3倍強から7倍弱も多かっ

た．前装冠は昭和43年以降，ジャケット冠は昭和

35年以降，掲載論文数に多少の差はあるが毎巻ほ

ぼ間断なく掲載されている．この理由について歯

科補綴学的に考えてみると，3／4冠やピンレッ

ジなどの一部被覆冠が基本的にブリッジの生活歯

用支台装置を主用途として考案，応用6・ηされたに

もかかわらず，その支台歯形成法や製作術式など

が複雑，困難8）なために，強度や維持力にすぐれ

色調再現も比較的容易な前装冠7・8）にくらべて利用

頻度が少なく9）なった結果，臨床的価値の高い前

装冠についての研究が多くなり，論文数も必然的

に一部被覆冠よりも多くなったものと考えられ

る．また，ジャケット冠は今から110年も昔に長

石質陶材ジャケット冠が開発，考案されて以来，

審美的歯冠補綴物として応用されてきたが強度が

弱く信頼性に欠け1ωていた．しかし，一方で金属

を一部用いた前装冠や可視歯質表面の一部保存を

前提とした一部被覆冠に比べて審美的回復の容易

なジャケット冠について，こうした材料的欠点の

改良，工夫が絶えることなく加えられ，いわゆる

オールセラミックタイプのジャケット冠へと移行

しつつあり1’），必然的にこの種の掲載論文が多く

なったものと考えられる．接着性補綴物は基本的

には接着性レジンセメントを用いたものといえる

が，歯面と金属面の両方への接着性補綴物は1975

年に増原らによって開発された原理2｝を応用した

もので，歯質切削量を極力少なくしブリッジの支

台装置としての審美的利用を目的の一つとしたも

のである．したがって，本稿では審美的補綴物と

してジャケット冠，前装冠や一部被覆冠などの一

般的歯冠補綴物の分類方法に加えて，とくに区分

し，その推移をみた．日本補綴歯科学会雑誌に掲

載されたのは，昭和53年（1978年）が初めてで以

降，昭和57年から平成4年にかけて集中的に掲載

されているが，平成5年以降は急減し，ブリッジ

の支台装置としての日本補綴歯科学会雑誌におけ

る，いわゆる接着性ブリッジの学問的投稿価値が

低くなっている傾向は否めない．これは一つには

接着力そのものがある程度結論づけられ，補綴物

の主たる維持力はセメントの接着力に頼るのでは

なく，支台歯形態と補綴物の適合性にあることが

改めて認識され，投稿先雑誌としての価値が減じ

たことが一因として考えられるが，一方で接着に

関する専門学会雑誌である接着歯学や歯科材料学

的に関係の深い歯科材料・器械などに日本補綴歯

科学会の所属会員が研究論文を選択的に投稿し，

掲載されていることも考えられ，一概に日本補綴

歯科学会会員の研究意欲が減じたということには

つながらない．したがって接着性補綴方法そのも

のは接着性レジンセメントのより一層の改良，改

善によって，ますます臨床応用されていくものと

予見できる．最も掲載数の少ない継続歯は昭和48

年まで少数ではあるが，ほぼ間断なく掲載されて

いる．しかし，それ以降は1編を除き掲載論文は

みられない．臨床的にも今世紀半ばごろまでは前

歯補綴の主流をなしていた13）が，最近では特殊な

症例を除き14）応用されなくなっている13）．した

がって掲載論文がみられないのも当然のこととい

える．これは歯質削除量の多いことや不平行な複

数歯根支台に応用しにくいことなど，臨床的欠点

が多く歯冠部残存健康歯質が保存でき自由に支台

装置の装着方法を選択できる支台築造を用いた補

綴法に移った自然の理といえよう．

　次にジャケット冠について，これをレジンジャ

ケット冠，陶材ジャケット冠およびオールセラ

ミック冠に区分して検討した結果を述べる．陶材

ジャケット冠には本来，いわゆるオールセラミッ

ク冠も含まれるが，この種の補綴物は従来の長石

質陶材のもつ強度的あるいは製作法的弱点を改善

し，さらに将来的にはメタルフリーのブリッジへ

の適用も視野にいれた補綴物として出現した15）こ

とから，陶材ジャケット冠とは別に区分した．

　レジンジャケット冠に関する論文は陶材ジャ

ケット冠やオールセラミック冠に比べて掲載数が

少ない．これは色調の回復，再現性などや物理的
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性状などが基本的に他のジャケット冠に劣り，臨

床的価値の低評価が研究や投稿意欲を阻害してい

るものと考えられるが，反面，近年に至っても一

定の掲載数がみられるのは昭和40年（1965年）に

モノマーに架橋材を加えた，いわゆる硬質レジン

が開発されて以来，有機質複合フィラーの応用を

経て今日のハイブリット型のコンポジットレジン

に至り，陶材に比べて欠点とされていた耐磨耗

性，変色などに大幅な改善がみられるのと同時に

重合方法も化学重合型から光重合型に改善され，

色調再現性や製作方法が著しく進歩したこと16）な

ど高分子樹脂材料がもつ特有の可能性に対する研

究者の研究意欲によるものと思われる．次に陶材

ジャケット冠について記すと，1889年に長石質の

ものが考案，製作’°）されて以来，現在まで天然歯

色を再現するものとして多用’7）されてきた．しか

し一方で陶材特有の物理的性質である脆い，とい

う欠点を合せ持っている．そこで昭和60年（1985

年）代から，いわゆるオールセラミック冠が開

発，使用され始めるまでは従来型のジャケット冠

の材料成分や製作方法の改良が行われてきた．こ

うしたことを考えると日本補綴歯科学会雑誌発刊

以来，比較的間断なく掲載論文がみられるのは理

解できる．このなかには従来型のものと築盛や焼

成方法がほぼ同じであり，材料成分の変化により

強度の改善を計ったアルミナス陶材ジャケット冠

も含めた．昭和60年代に入ってからキャスタブル

セラミックス，加熱加圧法やCAD／CAM法によ

るいわゆるオールセラミックジャケット冠が次々

と発表’°）されたのを受けて，その理工学的，臨床

的，製作方法的，審美的特徴などを論じた論文の

掲載が急増している．これは，その強度や製作方

法などに従来型にない優れた点があり，臨床に多

用される可能性の高い補綴物として研究者に評価

され掲載数の増加をみたものと考えられる．

　次に前装冠について，これを硬質レジン前装

冠，既成陶歯前装冠およびメタルボンド冠の3種

類に区分した結果を述べる．

　硬質レジン前装冠に関する掲載論文が昭和40年

（1965年）代以降，間断なく比較的多く投稿掲載

されているのは，先にジャケット冠について記し

たように材質的，製作方法的理由によるところが

大きい．換言すれば，硬質レジン前装冠の場合は

金属材料を用いることから，金属アレルギーのお

それが少なく，いわゆる生体親和性も高く，物理

的性質にもすぐれた特徴をもつチタン18）などの金

属材料に関する論文や接着性レジンの開発によっ

て，前装材と金属の結合法を従前のリテンション

ビーズなどによる機械的維持方法からノンリテン

ション法，化学的結合方法19）の応用を可能とする

維持方法に関するもの，さらには金属前装時の色

調再現性2°）に関する掲載論文などからも推し計れ

るように未解決の研究，検討テーマが絶えず多く

残っていたことによるものと考えられる．さらに

臨床的にもブリッジの支台装置として応用でき，

健康保険診療にも適用されていることなどから利

用頻度は極めて高く9），必然的に掲載論文数も多

くなったものと思考できる．したがって，硬質レ

ジン前装冠は今後もさらに改良され，利用頻度の

高い補綴物として価値観を高めていくものと予見

される．次に既製陶歯前装冠についてみると，リ

バースピンポールの既製陶歯付与法21）が昭和47年

（1972年）に掲載されているが，これを含めても

極めて僅かの掲載数で，昭和50年（1975年）代以

降には掲載されていない．これは先に記した硬質

レジン前装冠や後記するメタルボンド冠が臨床応

用され始め，これらに比べて裏層金属との維持方

法，色調再現性や形態付与性などが既製陶歯を使

用するために限界があり，臨床応用されなくなっ

たことが最も大きな理由といえる．掲載論文数の

最も多いメタルボンド冠は昭和25年（1950年）以

降に欧米において実用化がはじまり，昭和35年

（1960年）以降になって現在の基本形が完成22）

し，わが国においても昭和40年（1965年）以降，

日常の補綴臨床で高頻度に利用9）されてきた．こ

の間，日本補綴歯科学会雑誌にも色調再現性23｝，

焼付用金属24や焼付用陶材25）などについて数多く

の研究成果が報告されてきた．これは焼付用金属

に陶材を焼付けて前装するため，ジャケット冠に

比べて色調再現性に劣ることやレジン前装冠に比

べて脆く，製作法も難しいなど改良，改善の余地

が多く残されていた反面，レジン前装冠に比べて

色調再現性にすぐれ，またブリッジの支台装置と

しても利用できるという臨床的価値が極めて高い

ことによる結果と考えられる．オールセラミック

冠などが未だブリッジの支台装置として本格的に

実用化に入っていない現在，メタルボンド冠の臨

床応用は，これからも多用され，一方では製作
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法，金属材料や使用陶材などに関する臨床的，基

礎的研究も今後，間断なく続けられ日本補綴歯科

学会雑誌にも掲載されるものと推測できる．

　次に一部被覆冠について，これをラミネートベ

ニアと3／4冠ほか，の一部被覆冠に区分して検

討した結果を述べる．本来，クラウン・ブリッジ

領域における一部被覆冠は3／4冠，ピンレッ

ジ・プロキシマルハーフ冠などブリッジの支台装

置として考案，使用されてきたが，前記したよう

に硬質レジン前装冠やメタルボンド冠に比べて維

持力や審美性に劣る点があり，日常臨床での利用

頻度も少なく掲載論文も必然的に少数であったこ

とから，これらを一括して区分した．一方，ラミ

ネートベニアは，唇面のみを審美的に回復するこ

とを主目的としているという特殊性によるものと

考えられるが，近年は3／4冠ほか，に比べて掲

載論文数が比較的多くみられるので別に区分し
た．

　3／4冠やピン応用支台装置は，失活歯支台歯

を前提とした継続歯が前歯補綴の主流であった頃

に，生活歯に対する支台装置として歯髄との位置

関係2‘吃検討したものや予後調査27）を報告した掲

載論文が少数みられるが，これまでの日本補綴歯

科学会雑誌をみると前装冠に比べて著しく少ない

ことが分かる．これは前記した理由によるもので

あろうことから考えると，今後も臨床で多用され

ることは考えにくい．これらに対して最近10年く

らいラミネートベニアに関する論文が少なからず

みられる．ラミネートベニアの歴史は，比較的古

く昭和4年（1929年）に遡ったいわゆるハリウッ

ドブリッジに始まり，以後，陶材もしくはレジン

を用いて利用されてきたが，唇面のエナメル質内

を切削し，これを被覆回復するという性質上，陶

材を用いてもレジンを用いても脱落，破折しやす

かったり，変色，磨耗しやすかった28｝が，その後，

近年になり前装材と歯質との接着，維持方法とし

てシランカップリング材，象牙質，エナメル質の

トータルエッチング法，プライマー，ボンデイン

グ剤やコンポジットレジンセメントなどが開発さ

れて実用的に臨床応用されるようになった．こう

した過程のなかで日本補綴歯科学会雑誌にも，接

着性レジンセメントがラミネートベニアの色調に

与える影響29）などの論文が掲載されているのもう

なずける．こうしたことから考えると，唇面のみ

の審美的修復を必要とする変色歯や着色歯に対す

る補綴方法としては，臨床的価値は明らかに認め

られ，今後もさらに研究が進み，臨床頻度も多く

なるものと考えられる．

ま　　と　　め

　何事においても，その歴史や変遷を知ることは

現在の事象を考察，理解し，新しい事実の発見や

物事の改良あるいは将来の種々な予測を立てるう

えで大いに役立つことはいうまでもないことであ

る．

　そこで私たちは日本補綴歯科学会会員として，

学会が戦後復刊発行された昭和32年（1957年）第

1巻第1号から昨年の平成10年（1998年）の第42

巻第6号までの日本補綴歯科学会雑誌の投稿掲載

論文から，その概観を私的見解として述べた．と

くにクラウン・ブリッジ補綴を中心に日常の臨

床，教育や研究業務に携わるものとして審美的歯

冠補綴について，その推移，変遷などを述べた．

　第1巻第1号から第42巻第6号までの掲載論文

数は2983編で，この総数に対して累積度数百分率

が50％を超えたのは第31巻，昭和62年（1987年）

のときである．12年前であるが，その後の総論文

数に対する単年度ごとの掲載数比率は，ほぼ4％

くらいで一定している．しかし掲載論文数の多少

は研究者数や補綴誌1号当たりの掲載許容量にも

よるものと考えられ，そのときの学会全体の研究

意欲や実投稿数の全てを反映しているものでない

ことは述べるまでもない．

　また掲載論文を私たちなりに区分した結果，口

腔生理学や歯科理工学と歯科補綴学を関連づけた

ものが多いが，これは歯科補綴学が咬合，下顎運

動や歯科補綴材料などとの関係が，とくに深いか

らであろう．臨床報告，統計調査などは発刊後15

年くらいまでは比較的，数多く報告されている

が，それ以降は少なくなっている．こうしたこと

は大学の研究機関を中心として活動してきた専門

学会の特徴的傾向であろう．一方インプラント補

綴や審美補綴に関するものが最近，増加傾向にあ

るのも時代が求める新しい流れの一つとしてとら

えられる．

　クラウン・ブリッジ補綴にとって審美的歯冠補

綴は不可欠の分野であることから，とくに取り上

げて筆を加えたが，これをまとめるとジャケット
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冠では昭和55年（1980年）前後から，それまでの

陶材ジャケット冠やレジンジャケット冠から箔焼

付陶材ジャケット冠や硬質レジンジャケット冠に

関するもの，また昭和61年（1986年）頃からは

オールセラミック冠に関する論文への移行がみら

れ，最近4年ほどは急増している．こうしたもの

は，これからさらに，いわゆるフリーメタルのク

ラウン・ブリッジとして改良が加えられ応用され

るものと思われる．前装冠では硬質レジン前装冠

が10年くらい前まで応用されていた化学重合型か

ら光重合型に変わり，メタルボンド冠も種々の使

用金属が研究開発され臨床応用されてきたが，そ

れらの発表論文数は昭和44年以来ほほ安定して数

多くみられる．これは依然として前装冠そのもの

に改良の余地がある一方で，いわゆるフリーメタ

ル冠が，未だブリッジの支台装置として確かな認

知が得られていない現在，前装冠の臨床的価値の

高さを如実に示しているものと考えられる．一部

被覆冠では平成3年以来，支台歯形成量の少ない

ラミネートベニアの発表が多くみられるのも特筆

できる．これは唇面のみを主たる補綴対象部位と

する補綴方法が切削量の少ないことや製作方法，

装着材の改良，改善によって臨床でも効果的に応

用できる歯冠補綴物として評価されている結果

で，今後も研究，検討が加えられ論文掲載も続く

ものと推測される．継続歯に関するものは昭和49

年以来，ほぼみられないといってよく，これはポ

ストに維持力を求めているため，装着方向の自由

度が少ないことなど欠点が多く適用範囲が制限さ

れることから，装着方向も自由で維持力も得やす

く，ブリッジや連続固定装置の支台装置としても

適用できるポストコア応用の前装冠など全部被覆

冠に移行したことによるもので，現在の前歯補綴

方法に至った経緯が掲載論文数からも十分に示唆

される．接着性補綴物はブリッジや連結固定装置

に使用される一部被覆性のものであるが，最近15

年前くらいより投稿されているものの最近は減少

傾向にある．これは，歯質切削量の少ないことや

接着力が大きいことなどから，臨床的に利用価値

の高いことが歯科補綴学的に一応，論議の一致を

みたことも一因ではあろうが，一方でさらに専門

的な研究成果が，接着に関する専門学会雑誌に投

稿，掲載されていることにもよるであろう．しか

し，その成果は，いずれまたクラウン・ブリッジ

の臨床に還元されることになるのは容易に思考で

きる．これらのことを合わせてまとめると，最

近，15年くらいの間の審美的歯冠補綴の発達は瞠

目するものがあり，今後，さらに進歩し，いずれ

は複雑な治療術式や製作法を用いなくても，健康

な患者本来がもっていた歯を回復できる歯冠補綴

法に到達するものと思考できる．しかし，それは

遠い未来の人たちからみれば，やはり牛歩のごと

く印象づけられるものと思うが，その時々の人た

ちは，その一歩を失敗を恐れることなく歩むこと

が大切なのであろう．

文 献

1）田端恒夫（1992）日本補綴歯科学会の六十年，

　　補綴豆吉36：461－70．

2）日本補綴学会編集（1957－1998）日本補綴歯科学

　　会雑誌1：1＿42：1079．

3）南里獄仁（1974）加工用レーザの歯科補綴への

　　応用　第1報　レーザ溶接の基礎的研究，補綴

　　誌17：524－9．

4）小山正宏，横山建介（1974）総義歯患者35名の

　　調査　一治療1年後の患者意見一，補綴誌18：32

　　－4．

5）浅井康宏編集（1999）日本口腔インプラント学

　　会評議員一覧，日口腔インプラント誌12：445．

6）多和田泰一（1978）歯冠補綴架工義歯学，改訂

　　版，280－328，永末書店，京都．

7）内田康也，村上繁樹，水川一広（1997）クラウ

　　ン・ブリッジ補綴学，第2版，195－218，医歯薬

　　出版，東京．

8）内山洋一（1989）標準クラウン・ブリッジ補綴

　　学，第1版，14－26，医学書院，東京．

9）高橋喜博，小坂　茂，柳田史城，若松正憲，土屋

　　総一郎，玉岡玲洋，倉沢郁文，甘利光治（1994）

　　最近6ケ年間における冠・架工義歯補綴に関す

　　る統計的観察，補綴誌38：ll59－69．

10）堤　定美，関野雅人（1999）歯科用セラミック

　　スの理工学的性質，補綴誌43：194－202．

11）石橋寛二，永井成美，照井崇之（1999）歯冠色

　構築からみたオールセラミッククラウンの特
　　徴，補綴誌43：203－8．

12）山下　淳（1983）歯科接着性レジンの基礎と臨

　　床（下巻），19－25，クインテッセンス出版，東

　　京．

13）川添尭彬（1989）脱落・破折の生じない支台築

　　造法，初版，10－2，第一歯科出版，東京．

14）甘利光治（1981）クラウン・ブリッジにおける

　　失活歯の補綴的処置，大阪府歯科医師会雑誌

　371：2－20．



14 甘利他：補綴誌の概観一とくに審美的歯冠補綴の変遷について一

15）行田良隆，吉田馬平，井川宗太郎，高橋英人，

　　安田　登，金子一芳（1995）ここまできたオー

　　ルセラミック臨床応用　一その可能性と問題点一

　　85：4－92，歯界展望．

16）五味治徳，新谷明喜（1997）最近の硬質レジン，

　　DE　122：29－34．

17）萩原　治，鎌田　淳，菅野秀実，筒井純也，金子

　　一芳，行田良隆（1996）新しいセラミックスへ

　　の期待と蹉朕，歯界展望87：130－40．

18）川添奏彬，末ma　一彦（1997）クラウン・ブリッ

　　ジ領域へのチタンの応用，補綴誌42：559－66．

19）嶋倉道郎，吉田展也，菊池利也（1998）チタン

　　のノンリテンション法による硬質レジン前装冠

　　への応用，補綴誌42：567－73．

20）今野俊彦（1982）オペークレジンに関する測色

　　学的研究一特に裏装金属色遮蔽効果について

　　「補綴誌26：669－85．

21）中沢　靖，水川一広，金本愛道，小池国晃，村岡

　　清孝，児玉　実（1972）リバースピン形成に関

　　する研究（n）ボール盤式ピンホール穿孔機と

　　超音波加工機とによるリバースピン形成，補綴

　　言吉16：472－9．

22）宮内修平，丸山剛郎（1989）標準クラウン・ブ

　　リッジ補綴学，145－8，医学書院，東京．

23）山瀬勝，新谷明喜，横塚繁（1997）陶材焼

　　付鋳造冠の金属遮蔽効果に及ぼすオペーク・デ

　　ンティン陶材の厚さの影響，補綴誌41：266－

　　77．

24）峰　勉，本村一郎，高橋英和（1998）多目的用

　　途合金の陶材焼付強さ，補綴誌，510－9．

25）塩沢育己，佐藤尚弘，栗山　實，大竹貫洋，浜野

　　英也，小椋直樹，長谷川成夫，砺波健一，高橋

　　英和，西村文夫（1998）各種歯科用合金と新低

　　溶陶材の焼付に関する研究　一3点曲げ試験によ

　　る焼付強さについて，補綴誌42：867－74．

26）佐藤　弘（1963）下顎切歯の3／4冠窩洞形態に

　　ついての検討，補綴誌7：126－31．

27）尾花甚一，飛奈達也，橋本譲，富士川善彦
　　（1958）ピンレッジによる橋義歯補綴の予後に関

　　する臨床的観察，補綴誌2：229－34．

28）保母須弥也，中川孝雄（1993）最新ポーセレン

　　ラミネートベニア，1－8，医歯薬出版，東京．

29）島田和基（1997）ラミネートベニアの色調に関

　　する研究　一接着性レジンセメントが色調回復に

　　及ぼす影響一，補綴誌41：429－38．


